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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文は、線形光学素子を用いて分散型量子情報処理を実現するための光量子回路に関する研究を述べた
ものである。
　第 1部では、第 1章の序論で量子情報処理について簡単に述べた後、第 2章で量子情報処理に必要な演算
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　本論文では量子クローナーとして、1:2 クローナーと 1:3 クローナーについて具体的な構成を与えている。 
1:2 クローナーが最適であるが、実装には時間的に分岐比を可変できるビームスプリッターが必要になる。
これは 2× 2変調器で実現可能ではあるが、1:3 クローナーであれば分岐比固定のビームスプリッターだけ
で構成が可能になる。本論文では、1:3 クローナーによる盗聴を最適化するため相互情報量が最適になるよ
うに状態の測定法を決めた。その結果、現在の技術でも実現可能な測定が最適になることを見出し、この場
合はクローナーとして最適な 1:2 クローナーで得られる相互情報量と大きな差がないことを示した。この例
においても著者による巧妙な実験系の構成と量子情報理論の知識で裏付けられた解析が行われている。
　第 4部において著者は線形光学素子による量子情報システムを大規模化するためには、システムを構成す
297
る干渉計の安定化と量子メモリの実現が課題であるとしている。過度に楽観的な記述に陥ることなく今後の
課題を分析している。
　以上のような本論文の記述から、著者の研究は、線形光学素子で構成した量子情報システムで量子情報処
理機能を実現するという明確な指針に基づいて進められたことが見て取れる。著者が自立した研究者として
十分な能力を有していることが結論付けられる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
